
ジャン=ク ロー ド・ガロッタ作品 『ママーム』
-振 付の特性 を中心にして

お茶の水女子大学大学院 壽 田裕 子

1. 研究目的

ジャン=ク ロー ド・ガロッタ(Jean-Claude Gallotta

1950～)は フランス現代舞踊の旗手 として1980年

代 フランスの舞踊界で最 も注目を集めた振付家の
一人である。ガロッタが振付けた舞踊作品では, 

無言劇 の ように 日常動作 に近 い動 き, グラ ン

ジュッテのようなバレエにみ られる動 きとい うよ

うに様々な動 きがみられるが, こうした動きが彼
の舞踊の特徴ではないかと考えられる。そこで本

研究では, 作品 『ママームMammame』(1985～
87年製作)を 取 り上げ, 彼の振付の特性 を明らか

にすることを目的とする。

2. 研究方法

フランス国内で収集 した資料から新聞 ・舞踊専

門誌 に掲載 された批評文106件 を元に し, (1)ガ
ロッタの舞踊を構成する要素を抽出し, 彼の舞踊

の特徴を導 き出す。(2)作 品 『ママーム』に絞 り, 

批評文にみられる舞踊の特徴か ら彼の振付の特性

を考察する。

3. 研究結果及び考察

(1) 批評文 にみられるガロッタの舞踊作品
ガロッタは1999年 現在 まで35作 の舞踊作品を振

付けてお り, 『パ ・ド・カ トルPas de quatre1980』
から 『シャムール或いは愛の術La Chamoule ou

l'Artd'aimer1997』 まで22作 品を対象とした。批

評文からは, ガロッタの舞踊作品は神話的素材, 

彼が作 り出した想像上の人物, 社会的な出来事 と
いったあらゆることを題材にしながら, 「人間の

生」をテーマにしていると捉えられる。

(2) 批評文にみられるガロッタの舞踊の特徴

批評文からガロッタの舞踊を構成する要素を抽

出 した結果, 「ダンサー」 「振付」 「動き」 「身

振 り」 「音楽」の5つ の項目に分類でき, 各々の

特徴 を考察 した。 「ダンサー」については, 「各
々のダンサーは特有の個性 と存在感に恵まれる」1)

ことから, 身体的な個性が生かされている。 「振

付」 については, 「振付の関係 はまず舞台空間と

の関係で, 身体の音楽性, 照明, ダンサーによる

パー トの可能な組み替えである」2)と 各々が関連

して, 空間において豊富な展開をみせ る。 「動

き」については, 「動 きのシークエンスはお よそ

の見当に反 して構成 される」3)と 不規則に結ばれ, 

突然に転換 される。 「動 き」の休止は, 舞台の瞬

間を印象づける。 「身振 り」については, 様々な

身振 りが用いられ, ガロッタ特有の身振 りとして

「抑制で きない痙攣のような身振 り」4)「 優 しい

細やかな身振 り」5)が 存在する。 「音楽」 につい

ては, 「音楽は動 きを伴ったり, 動きと対立する

ことが可能である」6)こ とから, 音楽のリズムが

動きに一致 と不一致の関係 を表す。

(3) 作品 『ママーム』

1) 作品概要

作品は一つの主題を継続 して製作 され, 『第1

部アルカデイヌの砂漠Le d6sert d'Arkadine 1985』, 
ビデオ作品 『ママームMammame1986』, 1第2

部咳する子供たちLes enfants qui toussent 1986』, 

『ママーム ・モントリオールMammame Montreal

1987』 を経て完結 した。 「ママーム」 とは一つの

種族名7)と して想定 されているが, 「遊び」8)や

「戦争孤児」9)と も紹介されている。作品はユニ

ゾンやデュエ ットを中心 として12場面からなるが, 

物語的な脈絡はもたない。第1部 と2部 ではダン

サー10名 で踊られたが, モン トリオール版 より8

名で踊られるようになった。

作品全体の評価 については, 「ガロッタは彼の

最 も素晴らしい断片 を結集 させている」10)とこれ
までの作品の集大成 として位置づけ られる。また

完結 した作品については, 「大いに深め, 無駄を

削 り, ぼかし, 修正 したので, ガロッタは目的に

近づいた」11)と一つの主題を探究 した成果が評価

された。以上のことから, 作品 『ママーム』はガ
ロッタの代表作品として捉えられる。

2) 批評文にみられる作品の特徴

作品 『ママーム』の批評文13件 から抽出した特

徴 を, 身体, 動 き, 空間, 音, プロダクシ ョン

(衣装 ・装置 ・照明)に 分類 した。その結果は3
-(2)ガ ロッタの舞踊の特徴 に相当 していること

から, 『ママーム』はガロッタの舞踊の特徴を最

もよく表 している作品であると考察した。

4. 結論

ガロッタの振付の特性 とは, ダンサーの身体的

な個性を生か し, 舞踊における身振 りの表現領域

を広げたことである。日常的な身振 りを使用 し, 

彼特有の身振 りを生み出 し, 乱打などの大胆な表

現へ と発展 させた。また空間を有効に演出したこ

とである。多様 なダンサーの身体や動 きに音楽, 

照明の操作 を関連づけ, 豊富な組合わせを展開さ

せた。以上のことは, ガロッタが舞踊における自

己の表現を形成 し, フランスの現代舞踊の発展に

貢献 したといえる。
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